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The s-triazine derivatives containing anthracenyl or anthraquinonyl group 
were prepared from the corresponding chloro-s-triazines with amino-， or 
hydroxyanthracenes or hydroxyanthraquinone. Thus， the following new com-
pounds were obtained: 2， 4-dichloro・6・α-anthracenylamino-(m.p.187-1，館。C)，2，4・
dichloro・6-s-anthracenylamino-(m.p.214-2150C)， 2・amino-4・chloro-6-a・anthracenyl-
amino-(m.p. 2480C (decomp.))， 2・amino-4-chloro・6・0・anthracenylamino-(m.p.部5・鵠，70
C( decomp.))， 2， 4-diamino-6-a・anthracenylamino-(m.p.278・2790C)，2，4-diamino-6-s-
anthracenylaminoイm.p. 273-2740C)， 2，4-dichloro-6-s-anthracenyloxy・(m.p. 244-
2450C)， and 2，ιdichloro-6-s-anthraquinonyloxy -s-triazines (凪p.2260C). These 
s-triazine derivatives were examined to know if any of them could be used 
as the f1uorescent brightening agent for synthetic fibres. Among these com-
po凹lds，the s・anthracenylderivatives gave the fluorescent brightening effect 
for fibre， but not successful results on the light fastness. 
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1 輯 言
クロルーs-トリアジン類とアミノアントラキノン類
との縮合については数多く研究がなされており，著者
らυ，幻もすでにクロルートトリアジン類と αー アミノア
ントラキノンとの縮合について報告している。しかし
クロルーs-トリアジン類とオキシアントラキノン，アミ
ノアントラセンまたはオキシアントラセンとの縮合に
ついては全く研究されていなL、。
分散型反応性染料としての応用を検討したので、報告す
るo
そこで，著者らはアミノアントラセン，オキシアン
トラセンまたはオキシアントラキノンとクロルートト
リアジン類との縮合を試み，アントラセニル基または
アγ トラキノニル基をもっ 8種の新し¥，、 s-トリアジ
ン誘導体を合成L，その合成物のケイ光増白剤または
2 実験方法
2・1原料
原料として用いた塩化シアヌル Cmp143~1450C)
は試薬一般品で、ある。また， 2，4-ジアミノー6ー クロル
べmp>4500C)，および2-アミノー4，6ー ジクロルーsート
リアジン (mp231-2320 C )は既報昌〉の方法で合成し
た。 a-アミノアン卜ラセン (mp114 - 1160 C)は文
献4)記載の方法により r アミノアントラキノンを還元
して合成した。βー アミノアントラセン (mp234-2370 
C)についてはし、ろいろな合成法が知られているが，
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ここではr アミノアントラセン合成についての文献ρ
を参照し， βーアミノアントラキノンを還元して合成し
た。 βー オキシアントラセン (mp197~1990C (分解))
は文献U記載の方法により βーオキシアントラキノンを
還元して合成した口 βーオキシアントラキノン (mp297
....300C)は文献"記載の方法によりかアミノアント
ラキノンをジアゾ化L.さらに加水分解して合成し
た。
2・2 タロルートトリアジン類との反応、
2-2・1塩化シアヌルとアミノアントヲセン
類の反応
塩化シアヌル (5m mol)とアミノアントラセン類
(5 mmol)とをアセトン 15miJおよび水 15miJの混合
溶媒中で混合し，炭酸水素ナトリウム (5mmol)を
加え， 0---50Cに2時間反応させた。
2・2・22-7ミノー 4.6ージタロルー sー トリアジ
ンとアミノアン卜ラセン類との庄町、
2-アミノー 4，6-ジクロルーsートリアジン (Smmol)と
アミノアントラセン類(5mmol)とをアセトン 15miJ
および水15miJの混合椿媒中で混合L.炭酸水素ナト
リウム (5mmol)を加え.4O---450Cに3時間反応さ
せた口
2・2・32-アントラセニルアミノー4.6-ジクロ
11.--8-トリアジン類とアンモエアとの
反応
2・2・2の方法で得られる生成物の別の合成法とし
て 2・2・1の方法で得られた2-アントヲセニルアミ
ノー 4，6-ジクロルー s-トリアジン類(7mmol)とアンモ
ニア (70mmol)とをアセトン30miJおよび水50msの
混合溶媒中で40'"由。Cにおいて3時間反応させた。
2・2・42，4ージアミノー 6-クロルートトリアジ
ンとアミノアントラセン揮との反応
2.4ー ジアミノー 6-クロノレー s-トリアジン (3.5mmol)
とアミノアントラセン類 (3.5mmol)とを， 水，ジオ
キサン，ジメチルホルムアミドまたはプエノール中で、
100""'" 1800Cにおいて 2時間反応させた後，アルカリ
処理を行な¥..'，遊離のものとした。
2-2・5塩化シアヌかとオキシ化合物との反応、
塩化シアヌル (5mmol) とかオキシアントラセン
(5m mol).またはかオキ、ンアントラキノン(5mmol) 
とをアセトン 20miJおよび水20msの混合溶媒中で混
合し，カセイソーダ (5mmol)を加え. S....，lOoCに
3時間反応させた。
2・3 染色および耐光堅ロウ性
分散性染料による通常の染色法に従L、，ナイロン，
テトロンおよびアセテートの精練した布を染色し，そ
の染着性およびケイ光増白効果を肉眼によって判定し
た。また染色布の耐光堅ロウ性はフェードオメーター
によって 3.5時間照射した後，その変色を肉眼によっ
て判定して求めた。
3 結果および毒事
以上の方法による合成結果を表1に，また再結晶し
て得た精製品の性状および元素分析結果を表2にまと
めて示す口
表 1 アントラセニル基またはアントラキノニル基をもっ s-トリアジン誘導体の合成結果
組 製 日l二日3 
X Y Z 
|収(%率) mp (OC) 
Z-/}N¥-x (1】 lAω-NH(a) Cl Cl 174 "-' 177 I 97 
N N 
、/ (n) i A-NHCβ〉一 タ
。 207 .， 215 I 94 
Y 
2・2・2 227 .. 235 (分解) I 87 
Cm) A-NH(α〕ー NH2 
2・2・3
2・2・2 270 ....，却o(分解) I 87 
(IV) A-NH(β)一 ij 
2・2・3 218 --225 C分解) I 56 
(V) A-NH(a)一 NH2 NHz 2・2・4 264 .， 267 100 
CVD A-NHCけ- ij タ ij 258 "-' 260 100 
(四) A-QC同一 Cl Cl 2-2・5 212 .， 217 79 
(咽〕 AQc)-O(β〕一 ij ij 。 却8"-' 211 
a) 実験方法の項の番号。 b) A-，アントラセニル基o c) AQ-. アントラキノニル基。
表 2 精製品の性状および元素分析結果
一一プ竺計算値 実験値分子式|同CC%)I同H仰|同Nω|片C仰
l C 品 0品N町叩叩4ιρC口12 I同59.8倒41 2.9佃51い16.4位215回9剖1 2 ω lい15.87
l 0 !91910|印刷 241595
精製 ~l 口
mp σC) I再結晶溶媒 l 色
C 1) 1 187---188 ベンゼン 決黄色
( H) I 214--215 ベンゼン
Cm)1248 (分解)1ジオキサン
黄金色
淡黄結色
CIV) 
CV) 
(百〉
(咽〉
(咽)
285---287 C分解) ジオキサン l淡カッ色
278"-'279 ジオキサン 淡黄カッ色
273"-'274 ジオキサン 決黄色
244---245 ジオキサン 淡緑カッ色
226 決黄色 i
ここで合成した(1 )---(VDDの化合物は文献に記載の
ない新化合物である口また，表1の結果からわかると
おれこれらの合成法じよれば，いずれの化合物も80
%またはそれ以上の収率で得られることがわかった。
しかし(!V)の合成法として，塩化シアヌルの塩素原子
3個のうち，まず1同をβーアントラセニルアミノ基で
置換した後，さらにもう 1個の塩素原子をアミノ基で
置換して得る縮合法2・2・3の方法による場合は(町〉
の収率は56%と悪しまた粗製品の融点もかなり低く
純度の悪いことを示しているO これは中間原料である
(n)がアセト γー水系の混合溶媒にきわめて難溶であ
り，この系中ではアンモニアと十分反応し得なかった
ためで、あると考えられる口
つぎに， (V)および(VDのようなモノアリールメラ
ミン類の合成においては，すでに著者ら幻が報告した
とおり，使用する芳香族アミン類がベンゼγまたはナ
フタリン誘導体で，水にいくらか溶解する場合には，
反応媒体として水を用い，その沸点に加熱することに
よって十分反応は進行する口しかし，既報2)のアミノ
アントラキノ γの場合および本報のアミノアントラセ
ンの場合のように，使用する芳香族アミンが水に対し
てほとんど不溶の場合には水を反応蝶体として用いて
もよい結果を得ることは困難である口それで，表 1に
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。 ~ 。 。 64.22 3.89 却 .66
C17H14N6 67.54 4.67 27.80 67.59 4.69 27.08 
。 。 。 9 67.48 4.66 27.34 
C17HgNgOCb 59.67 2.65 12.28 60'.58 2.89 11.75 
C17H7NaOaClz 54.131 2.091 10.95 
表 3 (V)および(百〕の合成結果におよぼす溶媒の
影響 (2，4ー ジアミノー 6ー クロルー s-トリアジン，
3.5mmol使用，縮合法2・2・4)
溶 媒!反応|反応|組製品
名称|宮勇!問官)lmkoC〕i関
水 110 1 100i 21 263...26 I 86 
C V) I 一
フエノール I10 I叫 21拙 ...26711∞ 
水 110 11001山 --2681 叩
~ 50 1 1001 21 237--251 1 81 
10 1 1001 21 237.-..-252 1 61 
50 1 1001 21 260--267 1 72 
ジオキサン
。
????? ?? ?????
、
? ????
、』??? 割255--2鴎 186 
。|印 11501 21 242--250 1 86 
フェノール 110 1 1001 21 258.-..-260 I 100 
。 ;:131:コ:|:。
~ 印い80!4M日 581 99 
おけるCV)およびCVDの合成結果については，フエノ 表3の結果からわかるとおり，いずれの溶媒を使用
ールを溶媒とし1000Cに反応させた場合の結果を示し しても所定の反応はおこるが，生成物の融点および収
た。また， (V)および(日〉の合成において，他の溶媒 率の点からフエノールを 10m.e使用し， 100白Cに反応
を使用した場合の結果を，フエノールを使用した場合 させた場合が最も良好であった。
の結果と比較するためまとめて表3に示す口 つぎに，染色およびケイ光増白効果についての結果
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をよ:4に示すO
|被染布|ザlJ:|;五増!?i
( 1 )--(咽〉の化合物はケイ光増白剤としての利用を
考えて試製したものであるが，一般に αー異性体はか
異性体よりも深色的であり，繊維を着色させる傾向が
あり，良好でなかった。そのため， (咽)に相当する
(.1:-異性体の合成は試みなかったD ケイ光増白効果につ
いて(n).C百〕および(四〉が良好であり，特にCVDは
その効果が著しかったが，耐光堅ロウ性が悪、く実用的
でなかった。耐光堅ロウ性については(咽〕がやや良好
であった。一般にアントラセン核の9および10の位置
は反応性に富み，この位置に置換基の存在しない(1)
~(叩〕のような型の化合物では耐光堅ロウ性の向上は
困難であることを知った。
CVB!)は分散型反応、性染料としての利用を考えて試製
Lたものであるが，アリールオキシーs-トりアジン類
のアりーノレオキシ基は加水分解されやすく，染色中に
オキシアントラキノンに分解L，これが染着する結果
となり，非常に耐ソーピング性の悪い結果を得たにす
ぎなかった。
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